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1ア ング ロ ノル マ ン語 の発 達 と衰 退

イ ング ラン ドでは,度 重 な るデー ン人の侵入 とその圧迫 に抗す るた めに,ノEthelred二

世 が ノル マ ンデ ィ公家のEmmaと 婚姻を結ん だ時よ り,僅 かなが ら もフ ランス語が この

地 に根 を下 ろ し始め たと言 え るであ ろ う。`Unraed'(No・Counse1)と い う繹 名の アゼル レ

ッ ド王 は、 当時,ノ ル ウ ェー王 であ り,デ ンマー ク王 を も兼ねて いたSweinForkbeard

王 自らの ひ きい る船 団の来襲 に抗 しきれず,遂 に1013年,ノ ルマ ンデ ィへ と亡命 した。

その後 の イング ラン ドにお けるデ ー ン王朝(1016-1042)断 絶 の後,ノ ル マンデ ィか ら

帰国 して即位 した,ア ゼル レッ ドの王 子Edward王(位1042-66)は,一 族 や,多 くの

ノル マ ン入 を従えて海 を渡 って来 た。青 年期 を ノル マ ンデ ィで過 ご したエ ドワー ド王 は,

言語,思 想,感 情 もフランス的で あ ったろ う し,ノ ル マ ンの移住 者 たちは フ ランス本土 に

おけるよ りも優遇 されたので,さ らに多 くの異 邦人が イ ング ラン ドに流 れ込んだ のであ っ

た。 彼等 は移住 地の慣 習や 制度 を さほ ど尊 重 しなか った と言われ る。 そ して フ ランス語

(Norman-Frenchと も呼 ばれ る)を 使用 して いた。 しか しこれは,GuillaumeleConquerant

による イング ラン ド征 服後 に起 こった,フ ランス語伝播 の,大 きな勢 いを恰 も予告 す る,

ほん の序 曲 に過 ぎない。

ウィ リアム征服王(位loss‐s7)に 続 いて,多 数の征服者 たちが この地 に渡来 した。数

千入 の フ ランス人(主 に ノルマ ンデ ィ出身)が 宮廷,裁 判所,教 会 や学校の重要 な地位 に

つ き,商 人 もLondonや その他 の町に定住 した。 そ して,ク リュニー派や ア ウグ スチ ノ修

道会 の修 道士が数 多 くイング ラン ドに送 り込 まれ た。 ノル マ ン人 の大 小封建領主 が次 々 と

イ ング ラン ドの土 地を支配 し,ウ ィ リア ム王が,ウ エ ス トミンスター寺院 で英国王 と して

戴冠 して よ り20年 後の1086年 には,国 内に存在す る男爵 領を所領 す る,英 国人の領主 は二

人だ けにな って しまって いた とい う①。

ノル マン ・コン クェス トの結果,イ ング ラン ドの支配階級 の殆 どが ノル マ ンデ ィ出身 の

ノルマ ン人 とな った ために,フ ランス語 は貴族 の宮廷 用語 とな っただ けで はな く,法 律 の

用語 とな り,民 衆 を相手 とす る裁判の用語 ともな った。 こ うして,フ ランス語 の使用 は急

速 に広 ま り,古 英 語の古 い法 律文は フ ランス語 に,ま た,ラ テ ン語に翻訳 された。 それ は

時代 の要請 であ ったのだ 。

ここに ウィ リアム征服王 の法律文書が あ る。 ごれ は イング ラン ドにおいて,フ ラ ンス語

で作成 され た条文 であ る。 ノルマ ン ・コンクェス ト以後 の英 国を歴 史的 にア ングロ ・ノル

マ ンの時代 と考 え るこ とが出来 るが②,ノ ル マ ン王 朝成立以後 の英国で用 い られ続 けた フ

ランス語(最 初は主 に ノルマ ンデ ィ方 言)は,大 陸 フ ランス語 と異な る発達 を遂 げるので,

これを言語 学上,ア ング ロ ノルマ ン語 とよぶ のであ る③。 ウィ リアム王 の条文 は,い うま
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で もな く,ア ン グ ロ ノル マ ン語 で 作 成 され た 法 律 文 の 最 初 の もの で あ っ た。

Es'ilnepotguarantnetestimonieaver,siperderadeparsoudradepertson

wereverysunseinur.CeoestenMerchenelaheeenDenelahge.EnWestsexenelahge

nevocheraditmiesunguarantdevanticeoqu'ilseitfinisenguage.EnDenelahe

mettradi'om1'aveirenuelemain,deiciqu'ilseitderehdned;

「当 該 者 は,保 証 人 を 得 ざ れ ば,領 主 に対 し,自 己の 財 産 を 失 うべ し。 これ はMercia

地 域 な ら び にDane地 域 に 於 け る もの な り。West-Saxon地 域 に於 い て は,当 該 者 の,保

証 人 を 得 ざ る前 に,当 該 者 を 保 証 人 と して 出 廷 させ 得 る こ とを 得 ず。Dane地 域 に 於 いて

は,財 産 は 末 子 に至 る ま で 平 等 に 分 割 せ ら る る 。」

こ の 原 文 は や が て公 文 書 用 に,ラ テ ン語 に':,o訳 さ れ た 。

司 教 や修 道 院 長 や,ま た,修 道 士 が,英 仏 海 峡 を しげ く往 来 し,イ ン グ ラ ン ドの 学 者 た

ち も,フ ラ ン ス の 司教 座 教 会 付 属 学 校 や,僧 会 教 会 付 属 学 校 や,後 に は,パ リ大 学 に学 ん

だ。

ロ ン ドンは 商 売 に 好 都 合 な場 所 と な っ た た め に,ノ ル マ ンデ ィ の 主 要 都 市,ROuenや

Caenに 生 まれ た者 は,ロ ン ドンに 移 住 して 定 住 し,フ ラ ン ス語 は 商 業 界 の 言 語 と もな っ

た,,こ の こ と は,現 存 す る都 市 法 や 商 業 ギ ル ドの 条 例 が,全 て フ ラン ス語 な い し ラテ ン語

で 書 か れ て あ る こ と に よ って 知 られ る⑤。

Anjou家 よ り イ ン グ ラ ン ドの 王 が 即 位 して か らは 南 フ ラ ン ス の ア ン ジ ュー 領 とSouth-

amptonの よ うな 海 港 との 問 に 葡 萄 酒 貿 易 が 行 わ れ る よ うに な り,フ ラ ン ス語 は海 洋 貿 易

用 語 と して も使 用 され る よ うに な った⑥。

ま た,12世 紀 末 に 発 布 され た 条 令 「侵 奪 不 動 産 占 有 回復 訴 訟 法 」`assizeofnovet-

disseisin'に よ って 全 て の 自 由 民 は,(主 と して ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン以 来 のfreeholdersで

あ る が,ノ ル マ ン人 の 貴 族 が 支 配 階 級 に な って か らは,ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン時 代 の 上 流 階

級 の者 も多 数 こ の 自 由 民 に な っ た)土 地 所 有 の 権 利 を 侵 害 され た場 合,領 主 の 裁 判 所 に訴

訟 を も ち込 む の で は な く,王 室 裁 判 所 に訴 え る こ と と な った 。 王 の 裁 判 所 は フ ラ ン ス語 を

使 用 す る の で あ る。

ゆ え に,こ の 条 令 は フ ラ ン ス語 を イ ン グ ラ ン ドの 田舎 の 諸 地 方 に ま で 広 く行 き亘 らせ る

の に 大 い に 役 立 った の で あ っ た⑦。

学 校 で は フ ラ ン ス語 の 教 育 が 行 わ れ,フ ラ ン ス人 で な い 者 も身 分 の 高 い もの は 手 紙 も フ

ラ ン ス語 で 認 め た 。Oxford,NewCollegeの 創 設 者,WilliamofWykehamは イ ギ リス

人 に も フ ラ ン ス語 で 手 紙 を 書 い た と い う⑧。

次 にEarlofHerefordで あ っ たHumphreydeBohunがHenry三 世 に送 っ た手 紙 の

一 節 を 紹 介 す る
。

Sacez,sire,keicestMardifeimesasemblerlacomunedeLondres,eenIa

presencedetuzfeimeslirevostremaundement;equantnosluraviumdiitceoke

futafere,asezs'enapaerentanozavis.Deautrepart,sire,nusluravium

cornandekeleschaeneskefurentremiseskernentenauntsaunzdelaiseentabatises,

elesclefsdesporterrondues,enuldebatn'itrovames.O

「陛 下 に 言 上 奉 ります 。 去 る 火 曜 日に ロン ドン市 民 を 集 合 させ,全 員 の 目前 に て,王 陛

下 の 御 命 令 を朗 読 致 させ ま した 。 致 す べ き こ と に就 き ま して は,多 くの 者 が 我 々 に 同 意 致

しま した。 一 方,再 び 繋 ぎ ま した鎖 は これ を一 刻 も早 く解 き,城 門 の 錠 を 潰 す よ う命 じて
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ござい ます。 異議を 申す者 はござい ませんで した。」

ここには,後 に詳記す ることで あ るが,ア ングロ ノル マン語 の特徴が よ く現 われて いる。

アングロ ノル マン語 はまた,祈 祷や,讃 美歌 に用 い られ た。 アング ロ ノル マン語 と ラテ

ン語を混用 した祈 祷 もあ る。`Maydenmodermilde,Oyezceloreyson',と,こ のよ う

に,当 時の英語 とア ングロ ノル マン語を混濡 した祈 祷 も残 って いる⑩。

明 らか に素人 の手 にな る,恋 文風の散文 のよ うな小詩 に も,ア ング ロノルマン語 に英語

を交ぜ て作 った ものがみ られ る。

M.,inaespeciele,

Vusestesboneebete;

Gardezqevusseezlele

Avallamamele,

Ceovusmandvostreabedegrantreverence.

Lokenouthathitsobeinobedience.

Vusestesmautnaturele

Purceol'envusapele

Mergeretelabele;

Vusneestespaspucele

Purceoqevusestesfrele,

L'amoureleespecialte

Entrenousseitprive,

Qenulesclandrepusselever.

Decesvusprierequer.Ovv.1-15.

「親 しきM.(マ ルガ リト),善 良で美 しいお方,乳 房の下を忠実 に守 りませ。尊 き尊 師

が これ を貴 女に申 します。従順 に,そ うす るよ うに,気 をつ けな され。貴女 は大層素直な
お とめ

お人,そ れゆえ,美 しい マル ガ リ トと,人 はい う。 貴女は処女 にあ らぬ ゆえ,誘 惑には,

もろいお人だ。 我 々の愛情,そ して この格 別の間柄 は,何 の蹟 き も起 きぬよ う,秘 めやか

に しておかねばな りませ ぬ。」

作者はかな りの要職 にあ る聖職 者 ら しい。ChaucerやLanglandに 非ず とも,輩 遷 させ

られ る程 の厚顔破廉恥 な僧侶 の姿 は,こ の時代 の一面の現実で あ ったよ うだ し,こ の よ う

に巫山戯 たフ ランス語 も又然 りであ った。

イング ラン ドにおけるア ング ロノル マン文学の流行を証 明す る ものは,ア ングロ ノル マ

ン語で書かれ た写本 の数 であ る。 宮廷や,教 会,大 貴族 や小 貴族が学問 と文学 を奨励 した

た めに,ア ング ロノルマ ン語 で書かれ た多 くの作品が イ ング ラン ドに生 まれ た。 これ らは

主に宗教文学,教 訓文学,歴 史,ロ マ ンス,調 刺物語で あ り,仔 情詩,劇 詩,自 然科学 に

関す る作品 も含 まれてい る。

12世 紀末葉 に,イ ング ラン ドで文筆活動を行 ったHuedeRotelandは,彼 の韻文物語

Ipomedonの 冒頭で次の よ うに言 う。

「ラテ ン語 で書いたか ら,叙 述が まず いとい うのではあ りませんが,学 のある者 よ り俗
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人の方が多 いのです。 ラテ ン語は翻訳 しな ければ全然理 解 出来 ない人達が沢 山です。です

コ 　 　 　

か ら私 はで きるだ け簡潔 に,ロ マ ンス語 で話 しま しょう。 そ うす れば,学 のあ る人 も無 い

入 も,分 か って下 さるで しょう。」
　 　 　 　

ロマ ンス語 とい うのは もちろん フランス語 の ことで あ って,Rotelandの 場合 は,イ ング

ラン ドにお いて書 かれた特徴 を もった,ア ングロ ノルマ ン語の ことであ る。(以 下AN語

と略 す)

Nedipas,q'ilbierned(e)it/Cil,q'enlatin1'addescrit/Mesplusiadleiske

lettrez:/Sililatinnesttranslatez,/Gairesn'iBrententendanz;/Porceovoil(jeo}

direenromanz/Aplusbrev(e)ment,qejeosaurai,/Sientendrunt(&)clerc&

1ai.⑫vv.25-32.

Rotelandと 同時代 に活 躍 したDenisPyramusに よ る,LaVieSeintE伽 槻41eReiに

も同 じ趣 旨の一事柄が述べ られて あ る。 「私 は これをお しまいで,英 語 と,ラ テン語か ら,

訳 した。 フランス語 でな ら,立 派 な人 々も,身 分の低 い入 々も理解で き るのだか ら。」

'T
ranslate1'aidesquealafin,

EdelengleisedelLatin,

Queenfranceislepoententendre,

E(tut)ligrant,'e(tttt)limendre.⑬ vv.3267-一 一3270.

説教を フ ランス語(AN語)で 書 くについて の弁 明 もある。 「学 問の ない者 が しりごみ

す るこ とのない よ うに,私 は ラテ ン語 をや めて,ロ マン ス語 で申 しま しょう。」

GeolarreileLatinsildirraienromanz;/Cilkinesuntgramairesneseientpas

dutanz.⑭vv.7-8.

フ ラ ン スの 女 流 詩 人MariedeFranceはRouen近 辺 のVexin地 方 に 生 ま れ,イ ン グ

ラ ン ドに渡 り,Henry三 世 に 仕 え てRotelandやPyramusと 同 時 代 に 文 筆 生 活 を し,

Shaftesbury尼 修 道 院 長 とな って 他 界 した,と 推 定 され て い る が,彼 女 も聖老 伝Espurgatoire

SeintPatrizの 冒 頭 に,こ の よ うに書 き残 して い る。「この 書 き 物(ラ テ ン語 の本)に あ り

ます そ の侭 を,ロ マ ン ス語 に 書 き うつ して,人 々 の 記 憶 に留 ま る よ うに い た しま し ょ う。」

VoeilenRomaniinettreenescrit,/Sicumlilivrelenusdit,/Enremembrance

eenmemoire;/●vv.3-5.

ラテ ン語 か ら,多 くの人 々の理解 す る ロマ ンス語(AN語)に 訳す ことは当時の 文入のつ

とめであ った。

同 じくMariedeFranceの 拝情謳 詩集Laisの 序 の一 節か ら,当 時の多 くの文 人た ち

が,き そって フ ランス語へ の翻訳を試 みた とい う例証 があげ られ る。 「私 は ラテ ン語を ロ

マ ンス語 に訳 しま して,何 か良い話 を書 きたい と存 じま したが,あ れ程多 くの方 達が翻訳
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とい う仕事 に携 って おいでです。 ゆえ に同 じ仕事 を手が けま して も,あ まり評判は得 られ

ぬ と存 じま した。」

Purceocomengaiapenser/Deaukuneboneestoirefaire/Edelatinenromaunz

traire;/Maisnemefussguairesdepris;/Itants'encuntaltreentremis./●vv.28-32.

このよ うに して,イ ング ラン ドに広 まって い った ア ング ロノル マ ン語,ま た その文学 は

13世 紀半 ばに して その最盛期 に達 す るので あ るが,こ の言 語は,し か しなが ら,大 陸 フラ

ンス語 とは異な る,島 喚 フ ランス語 とな って,時 代の経過 と ともに大陸 フランス語 との壁

開 を徐 々に深 めて行 った。MariedeFranceは 彼女 自身敏感 に,こ の言 語の動向 を感 じ

取 っていた様子で,「 私 はマ リィと申 します。 フランス生 まれです 。」⑰ と,わ ざわざ 自

分が生粋 の フ ランス 生 まれ であ るとFablesの 蹟文 に 断 わ って 物語を書 いた。Guernes

dePont・Sainte-Maxence}こ よ るLaViedeSaint.ThomasBecket(1172-1176)の

中に も,早 くか らMariedeFranceの 趣 旨 と 同 じ言 葉が 見え る。 「私 の言葉 は良 いの

です,フ ランス生 まれですか ら。」Mislanguageestbons,carenFrancesuinez.

v.6165.

フ ランス本土 に生 まれた作家 は,自 分の 出生 地に敢 えて言及 す る ことに よって,自 身の

言葉 の良 い こと,そ の正統性を暗 に強調 した。 この種の発言 は屡 々見 られ るよ うにな り,

イング ラン ドに おいて フ ランス語(AN語)を 用 い る文人 たちは以後,自 分 た ちの 言葉 と

大陸 フ ランス語 との相 違を ます ます 判然 と認識す るよ うにな って くる。

アング ロノル マン語 が こ うして イング ラン ドに広 ま り,定 着 しなが ら,次 第 にその社会

的優位 を失 ってゆ く社 会的原因 と して は,次 のい くつかが挙 げ られ るで あ ろ う。

(1)13世 紀 初頭 に,英 国 王John(位1199-1216)は,フ ランスの フ ィ リッフ 尊゚厳 王

(位1180-1223)に よ って,ノ ルマ ンデ ィ及 びその隣接諸州 を没収 され た。 その結果,イ

ング ラン ドと大陸 との生活 は以前 ほ ど緊密 な関係を保 ち得な くな った。 大陸 におけ るジ ョ

ン王 の領土没収 とい う社会的不 安は ジ ョン王 の領土 に関係 して いた,多 くの フ ランス人を

イ ング ラン ドへ 引き よせ る結果 とな り,ジ ョン王 も彼等 を優遇 した。 その故 もあ って,13

世紀の ア ング・ロ ノルマ ン文学 は活 発な盛況 を呈す るので あ るが,こ の政 治的事態 は,究 極

的 にはAN語,文 学 を衰退 へ と導 くこととな った。

(2)Oxford大 学 がParis大 学 に較 べて遜色 のない名声 を確 立 した。RobertGrossetest

やDunsScotusな どの優秀 な 教育陣容 は イ ング ラン ドの学者のパ リ留学を 事実上 不 必

要 な ものに した。 それ はます ます 島懊語 のAN語 を 孤 立状態 に 置 くことにな ったのであ

る。

(3)大 陸 との諸関係 が変化 し,イ ング ラン ドの現状 と将 来性 が更 に大 き く変化 して,従

来 は主 と して フ ランス語を 話 して いた 諸階級 の人 たちの間に 英語 が 用 い られ るよ うにな

り,フ ランス語使用 に反 対す る国民 的動向が徐 々に明確 な形 を と り始 めた。 例へば,ヘ ン

リー三世 の フランスー辺 倒の政策(フ ランスか ら渡 って きた外 国人 によ る政 治的支配)に

対 して1258年 「オ ックスフ ォー ド改善案」(法 令)が 成 立 した。王 か ら不 当に,土 地 や城 を

贈 与 されて いた外 国人(ボ ア トウ人 の貴 族た ち)は 追 放 され たのであ る⑲。 ヘ ン リー三世
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は1285年 に は,フ ランス語 と英語 とに よ って布告 を出 した。 エ ドワー ドー世(位1272-

1307)は1295年 の議会 か ら,永 続的 にcommons(イ ギ リス人 の平民)も 地方 の代 表 と して

議会 に召集 した。教育 界 において は14世 紀半 ば まで フ ラン ス語 が教育 の手段 に使用 されて

い たが,Trevisa訳 のHigden「 万 国史」Polychroniconの 年代 記 によ ると,MertonCollege

schoolで 文法 を教 えてい たJohnofCornwallは それを フ ラン ス語 に よ らず,英 語 で解釈

させ るよ うに した とい う⑳。1347年 にJohnCornwall'は6人 の少 年を教 えて いた ら しい⑳。

これ らは イギ リス国民性 の覚醒で あ り,イ ギ リス人によ る 母 国語,英 語 への復 帰で あ っ

た。

この よ うな動向 は しか し,直 ちにAN語 の 衰退 に連 な った もので はない。文 学や法律 や

教育 の分野 では フ ランス語が しっか りと根 を下 ろ してお り,英 語 はゆ っ くりとフ ランス語

に とって かわ ったので あ った。

宮廷で は英語 を母 国語 とす る最 初の王,Henry四 世 の 治世 まで,AN語 が 用 い られ続

け,征 服 者の 言語 と しての社会 的威信 を保 ってい た。RanulfHigdenの 「万 国史」 が その

様子 を物語 ってい る。

「……故 に貴族の子供 た ちは,揺 藍で揺 られて い る頃 か らフラン ス語 を話 す よ うに教 え

られ,ガ ラガ ラの玩具 で遊 びなが らフ ラン ス語 を話 す よ うにな る。 そ して 山家育 ちの連 中

も,貴 族 の真 似 を したが り,人 に尊敬 され るた めに,大 いに努力 して フ ランス語 を話 そ う

とす る。」

Alsogentilrnenchildrenbeeレi・tau3ttospekeFrenschefrompetymepatレey

beepi-rokkedinherecradel,andkunnepspekeandplayewipachildesbroche;

andvplondisshemenwilliknehymselftogentilmen,andfondepwipgreet

besynessefortospekeFrensce,fortobei-toldeof.(Trevisa'stranslation)●

英語 の方 言 は多 種多様 であ ったか らAN語 は便 利な共 通語 と して用 い られ続 けたので あ

る。 「…… とい うの は,Kentの 入で あれ,南 部 で あれ,西 部で あれ,北 部 の人で あれ・
　 ロ　 　 　

フ ランス語 な らば発音 も,言 葉 も同 じよ うに話 すが,母 国語 の英語 な らば,そ うはで きな

い。」AN語 の特 殊性 を示す,こ の よ うな言 葉 もHigden「 万国史」 にみ られ る。

..,,foramanofKente,southern,westernandnorthernmenspekenFrensshe

alTykeinsowneandspeche;buttheycannotspeketheyrEnglysshso.

ここで,ひ とまず,我 々は アング ロ ノルマ ン語の 時期的 区分 に も留意せ ねばな らない。

AN語 の歴 史は主要 な2時 期に分 かれ る。

§第1期 は即ち発展期であ って1250年 頃 までに至る。

それは,フ ランス本土 との社会的関係の変動が フランス語使用に影響を及ぼ し始め,イ ギ

リス人の間に,イ ギ リス人と しての自覚が生まれ,英 語使用への積極的動向が明確な形を

とり始めた時期までである。

この時期にはAN語 は,フ ランス語の一方言とみな し得 る。 この言語が蒙 った特殊な諸

条件によって段々と変化 したとは言え,世 代か ら世代へと受継がれた,生 きた地方的言語
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形態をもっている。

発展期はさらに1120年 頃を境に,2分 することができる。前半は,フ ランス西部方言と

殆どかわらず,征 服者とその子孫との言語であった。後半は,12世 紀前半か ら13世紀前半

までであって,AN語 が,混 血家族や純粋のイギ リス系の人々によっても,広 く使用 され

続けた時期である。 この時期にAN語 は,英 語の言語習慣 による影響 と,島 喚語 として置

かれた孤立状態 とい う立場のために,か な り独得の発展形態を示 している。イングラン ド

の島がフランス大陸の様々な地方と政治的,商 業的関係を保つようになり,フ ランスの様

々な地域の言語がイングラン ドに持 ち込まれた。 この言語の雑多な状態は孤立 した島喚語

の不安定性を高めた要因で もあった。

§第2期 は衰退期 であ って1250年 頃 よ り15世 紀初頭 に至 る。

この時期にAN語 はその基盤か ら切 り離 され,使 用を ます ます制限 され,誰 の母語 で もな

くな り,常 に習得 され るべ き言語 とな った。 音 と形 を無 差別 に使用 す るとい う特徴を もっ

た この島喚AN語 は,大 陸 フ ランス語 との壁開 を ます ます広 げたので あ った⑳。

一人の イギ リス人僧侶が 書いた ,13世 紀のPo≧ 膨surl'AntechristetleJugerraentdernier

には,フ ランス語 に自信 のない こ とが くど くど し く述 べ られ てあ る。

「私 は ロマ ンス語で 物語 を作 った り,説 教 を ラテ ン語か ら訳 した りよ う致 しませ ぬ。 と

申 します のは,私 はパ リに も,サ ン ・ドニの修院 に も,お りま した ことが ござい ませ んの

で して。 そ うで ござい ますゆえ,私 が ロマ ンス語 で上手 に語 れ ません で も,誰 方 もおbめ

下 さい ますな 。」

Jeonesaiguersromanzfaire/Nedelatynmasermontraire,/Carjeonefu

unquesaParys/NealabbayedesaintDenys,/Purceonulhommenemedoit

blamer/Sijeonesaimyebienroumauncer;/Ovv.63-68.

13世 紀後半 に書かれ た,LifeofEdwardtheConfessorに も興味深 い一一節が あ る。

「私が文法 の規則を守 らな くと も,規 則の仲間入 りを しな くとも,非 難 され るこ とはあ

ります まい。 どうす る こともで きないのですか ら。 ラテン語で は主格の ものを ロマ ンス語

では対格 にいた します。私 の知 って お りますの は,イ ング ラン ドの まやか しフ ラン ス語 で

ご ざいます。 それを学 びに,よ そへ 参 りません で した もの。 けれ ど,他 国で言葉 を習われ

た貴方様 は必要 とあれば,こ れ をお直 し下 さい ませ。」

この序 文は断片で残 って いるだ けで あるが,女 性が 書いた ものであ る。AN語 に対す る

絶望的 な 口調が読 み とれ る。

Sijeo1'ordredescasesnegart,

Nenejuignepartasapart,

Certesnendeiestrereprise,

Kenelpuffsfaireennuleguise.

Qu'enLatinestnominatif

Cofrairomanzacusatif
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Unfausfranceissaid'Angletere

Kenelalaiailursquere,

Maisvuskiailursapris1'avez,

Laumesteriert,1'amendez.㊧ vv。41-50.

WiihamdeWadingtonも13世 紀末 の作品,ManueldesPechezに おし・て 同:様の弁解 を

して いる。

「フ ランス語 で韻文 を書 けませぬが,誰 方 もおraめ な きよ うに。 イング ラン ドに生 まれ

育 ち,秘 蹟 を受 けた者 に ござい ます 。」

Delefrangaisnedelrimer/Nemedaitnulshomblamer,/KarenEngleterefu

ne/Enurrilenzeordine./●

この頃,英 語勢 力挽 回を特 に意図 して書 いた書物 も多い。14世 紀 に ノーサ ンブ リアで書

か れたCursorMundiの 作者 は言 った。 「この書物 は英語 で読む よ う,イ ギ リス人のた め

に,メ リー イング ラン ドの イギ リス人,世 俗 の人 にわ か るよ う英語 に訳 した。 われ われは

ふ つ う,こ の国で,フ ランス語 の 韻 文を 読 むが,そ れ は フ ランス入の ために 作 られた も

の。 フランス語 のわか らぬ者 には何の役 にた とう。 イ ングラン ドの 国民 は,一 般 にイギ リ

ス人 なのだ,そ の人達の よ く分 か る言葉で,大 方話す 必一要が ある。」

pisilkebokeestranslate,/untoenglisstongtorede/Forpeluueofenglijslede,

/EnglisIedeofineriingeland/Farpecomentovnperstand./FrenkisrimesHere

irede/Comunliinilkastede;/patesmostmadeforfrankismen,/Quathelpishim

patnoncancen./Ofinglandpenacione/Erenglijsmenincomune,/pespechepat

menmaymastwidspede/Masttospekepar-widwarnede;(11.232-244.)魯

14世 紀 末のSpeculurrcVitaeで は,WilliamofNassyngtonが,何 故英 語で著述す るか

とい う理 由を長 々と説 明 してい る。 「私 と しば ら くおつ き合 い下 さい ます な ら,英 語で お

話 し申 しま しょう。 ラテ ン語 な どは使 わず に,皆 さんの話す英語 で,イ ングラン ドに生 ま

れ た者 な ら誰 に も分 る英 語で語 りま しょう。 この言 葉はお偉 い方 も世間 の人 も,た いが い

使 います。 ま こと,ラ テ ン語 は,学 校 で習 った者 しか分か りません。宮廷 に出入 りし,そ

の中にい る者 には フ ランス語 が分か り,ラ テン語 の分 か らぬ 人たちがお ります。 また,ラ

テ ン語 が少 々,フ ランス語 は覚束 ない者 もお ります。 しか しラテ ン語 もフ ランス語 も分か

らぬ者 で も,英 語 は よ く分か る人た ちが お ります。学者 もそ うで はない人 も,老 い も若 き

も,皆,英 語 は理解 します。 ですか ら,た しか に,わ れわれ は誰 で も分か るその言葉を,

学問 のない者つ ま り,世 間一 般の人た ちのため に使 お うと思い ます 。」

InEnglishtongeIschalSowtelle,/3if3ewythmesolongwildwelle./No

LatynwilIspekenawaste,/ButEnglish,patrnenvsemast,/patcanecheman

understande,/patisborninIngelande;/Forpatlangageismostchewyd,/Oswel

amongleredoslewyd./Latyn,as(ms.al)Itrowe,canvane/Butpo,pathaveth
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itinscoletane,/AndsommecanFrenscheandnoLatyn,/patusedhancovertand

dwellenPerin;/AndsommecanofLatynaparty,/patcanofFrenschebutfebly;

/AndSommeunderstondewelEnglysch,/patcannoperLatynnorFrankys./Bope

leredandIewed,oldeand30nge,/Allevnderstondenenglishtonge;/perforeIholde

mostsykerpan,/We(Ms.Wo)schewepatlangagepatechemancan,/Andalfor

leveedmennamely,/patcannomanerclergy.(11.61-一 一82.)

対 岸 の フ ラン ス大 陸 で は,13世 紀 に,当 時 の イ ング ラ ン ドで 使 われ て い た フ ラ ン ス語

(AN語)を 椰 楡 した 作 品 が 現 われ て い た。 か の 人気 を 博 した 「狐 物 語 」LeRomande

Renartの 中 で も,イ ギ リスの旅 芸 人 に 化 けた ル ナー ル狐 の滑 稽 な ア ン グ ロ ノル マ ン語 が 誇

張 され て,描 き 出 され て い る。 ル ナ ール の言 葉 に は,AN語 の 特 徴 とみ な され て い る,語

末 音 の脱 落(e.g.Sir,dir,Angleterに お け る 語 末 の 一e),語 頭 音 の 消 失(e.g.Pris,

に お け る語 頭 音mの 消 失),母 音 の混 同(LIと(u>)o,e.g.fot,),性 の 誤 り(e.g.ta

raisonの 代 りにtonraison),動 詞 活 用(e,g.m'ansaing,aura,trover,,fout),子 音mと

nの 混 用(e.9。compaingの 代 りにcongaing,donの 代 りにdom),は 文 章 法 上 の誤 りな

どが あ り,そ れ らは 次 の 引 用 文 中 に 見 る こ とが で き る。(イ タ リッ ク体 筆 者)

EzvosRenartquilesalue;

Godehere,faitil,belsir,

nesairiendetonraisondir.

‐EtDiexvossaut
,faitil,amis,

doynestesvos?dequelpais?

vosnefutespasnezdeFrance

nedelanostreconnoissance.

‐Naie
,seignor,mesdeBretaing,

s'avratotperdumongaaing

etfotcerchieparmenconpaing,

リ ロ
netroverneantquenz"ansaing.

TouteFranceettoteAngleter

プを)utC8κ 毎4pormoncongaingquer;

sivoilParistorneraingois,

tantavraimootbienprisfranrois, vv.2402-2416.

14世 紀 にな る と,イ ング ラン ドでは,フ ランス語 の学 習が奨励 された。 オ ックス フォー

ドの学生 は,フ ランス語 又は ラテン語を話す よ う定 め られ,大 学側 もフ ランス語教育 を奨励

した⑳。13世 紀 の末,CanterburyやWestminsterの ベ ネデ ィク ト派修道院 の修道 士た ちは

学校 と修院 回廊 では フ ランス語 または ラテ ン語 で会話をす るよ うに規定 され た とい う⑳。

MertonCollegeSchoolで は,14世 紀半ば,JohnCornwa11が 少年 たちに,文 法を英語 で解

釈 させ たので あ ったが,1340年 に創立 され たオ ックスフォー ドのQneen'sCollegeの 学寮

で は,少 年 たちは,絶 えず ラテン語か,フ ランス語で話 してい るように躾 られて いた曾。

政治的 な見地か らもフ ランス語 の習得 は必要 であ った。 カペー王朝 の シ ャルル四世が男

..,g__..
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嗣な く身罷 った後,エ ドワー ド三世が王位継承権 を主張 して英仏百年戦争 を没発 させ た時

期で ある。 エ ドワー ド三 世の1332年 の議会 においては,フ ランス語 を習得 させ るよ うに,

と定 め られ たのであ った。

「諸侯,豪 族,騎 士および立派な町の立派な人 たちは全 て,子 供た ちにフ ランス語 を教

え,学 ばせ るよ うに鋭 意専心 し,そ れ によ って子供 た ちが,戦 争に対 して一層の心構 えを

持 ち,一 層 役 に立つ ことがで きるよ うに,と 命 じられた。」

Encorresfu-ilordonneetarestequetoutseigneur,baron,chevalierethonnestes

hommesdebonnesvillesmesissentcureetdilligencedeestruireetaprendreleurs

enfanslelanghefrangoiseparquoyilenfuissentplusableetpluscoustummier

ensleersgherres.

既 に この時 期には,イ ング ラン ドに根を下 ろ していたAN語 は大陸 フ ランス語か ら隔絶

した,島 懊語 の色彩を強 く帯 びて いた。 そ して,そ れは 最早真 に生 きた言語で はなか っ

た。貴族,上 流市民階級,聖 職者 お よび法律家 とい う一定 の階 級問で使われ,諸 規則,公

の記録 の作成 や,書 簡 に使 われて いた この言語 は,こ の時期 には,学 習 し,教 え られねば

な らぬ言葉 とな っていた。

1中 世 イ ング ラ ン ドの フ ラ ンス語 教 本

貴 族の幼い子供 たちが 「しっか りとフランス語を学ぶ ために,」.、..purbenaprendre,

/Enfraunceis....v.216.⑳ と,13世 紀末 に作 られ た教科 書が 残 ってい る。 子供た ちだ け

ではな くイギ リス人の ために,フ ランス語 教本 は必要で あ った。 フランス語 を イング ラン

ドで教え るための`manual'な どは,恐 ら く,こ の時期 よ りも尚早 い頃か ら作 られて あ っ

た もの と推察 され る⑳。 しか し,13世 紀よ り14世 紀 にか けて現 われ た フランス語教本 は相

当の数 に上 った ら しい。 この時期 においては,衰 退 した 島喚語 をよい フランス語へ と復帰

させ るため に,正 字法論 や文法論 も書かれたので あった。現存す る,フ ランス語教本 に関

す る写 本はすべて,13世 紀 よ り以後 に作 られた もので ある⑳。

1923年 に オ ッ クス フ ォー ドよ り刊 行 され た,ア ン グ ロ ノル マ ン語,文 学 につ い て の 概 説

書Anglo・NorynanLanguageandLiteratureは,斯 界 の 碩 学JohanVisingの 手 に な る文

献 で あ って,こ の 書 の 目録 に は,当 時 の イ ン グ ラ ン ドで 書 か れ た,フ ラ ン ス語 教 本 に 関 し

て の,現 存 す る写 本 が 記 され て お り,そ れ らの 刊 本,研 究 書 が 挙 げ られ て あ る。 以 下,

Visingに 基 い て そ れ らを 詳 解 しよ う。

TheThirteenthCentury

1.(321}(viz.Vising'scataloguenumber}DeUtensilibus,LatintreatisewithA.-N.

glossesbyAlexanderNeckam(d.1217)

1}Wright,T.inAVolumeofVocabularies,London,1837,p.96.

BritishMuseum,MS.TitusDxx(lateXIII)

2)Scheler,ed.,"TroisTraitesdeLexicagraphieLatinduXIIeetXIIIes."

Jahrbuchfurromanischeandenglishe㍑ 舵ratur,VII,58.

‐io‐
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Cambridge,TrinityCollege,MS.0.7.9(XIII)

BibliothequeNationale,fondslat.MS.217(XVI),fondslat.MS.7679(XV)

Cambrai,MS.867(875)(XIII)

Bruges,MS.536(XIII)

2.(322)LatinGlossarywithA-N.glosses,c.1200

1)Grober,"StrassburgerFestschriftPhil.andSchulmannerAltfranzosische

Glossen,"FestschriftzurXムWτ!撚 α7π7π伽 π9deutscherPhilologen,1901,P.39・

seq.

Oxford,BodleianLibrary,MS.Digby172

0xford,St.John'sCollege,MS.178(XIII)anothersimilarglossary

(unpublished)inMS.f.414-19.

3.(323)Latin-FrenchGlossary,1sthalfofXIII.

1)Extr.Meyer,P.inJahrbuchfurro1π 傭56乃 θandenglische

alsoinDocurra,rraanuscrits,123.

Glargow,HunterianMuseum,MS.R.7.14(middleXIII}

Literatur,VII.37.

4.(324)LegalTerms,ashortlist.MiddleofXIII.

1)Wright,T.&Halliwell,J.O.,ReliquiaeAntiquae,2vols.,1841-3,i,33.

BritishMuseum,MS.CottonJul.Dvii(f.i27}(c.1250},MS.CottonGalba

Eiv(f.46)(1285-1330)

5.(325)PlantNames,Latin-French-EnglishlistofthemiddleofXIII.

1)Wright.T.&Halliwell,J.0.,R吻uiaeん 吻 膨i,36.

2)Wright,ed.Wiilcker,R.P.,Anglo-SaxonandOldEnglishVocabularies,i,

553.

BritishMuseum,MS.Harley978(2ndhalfofXIII)

Edinburgh,MS.Advocates'Libr.Misc.18,15,16.

6.(326)Nominale,Latin-French.

1)PriebschinBausteinezurrom.Philol.,1905,536.

Oxford,BodleianLibrary,MS.Douce88(lateXIII)

TheMSS.notInentionedinVising;ノ1ηgごo・N∂rncanLanguage(隻Literature,are:

BritishMuseum,MS.Harley219.(f.152v)proverls

Oxford,MagdalenCollege,MS.188(f.5r,7r)nominate,Latin-french-English.

Oxford,AllSoulsCollege,MS.182(f.322r-一 一323r,327,331)

Oxford,BodleianLibrary,MS.Douce18Vocab.English-French(W,de

Worde)

7.(327)NominalesineVerbale,88811,mostly

-11一

rhymed,withEnglishtranslation.



中世イングランドのフランス語教本

EndofXIII.

1)Skeat,ed.,

Cambridge,

TransactionsofthePhilologicalSociety,1903-1906.

Univ.Library,MS.Ee4.20(about1340)

8.TheStoweGlosses,(notintheVising)Latinnames

andEnglishequivalents,c.1200

MS.Stowe57(f.156,158)

ofanimals,withFrench

TheFourteenthCentury

9.(386)ATreatiseontheFrenchLanguage(withspecialtreatmentofhomophones),

about85011.,byWalterdeBibbesworth,c.1300

　1

　2

3)

　4

　5

　6

7}

8)

Wright,T.,AVclu7neげV∂cabularies,p,142

BritishMuseum,MS.Arundel220(earlyXIV),MS.Sloane809(XIV)

Wright,T.andHalliwell,J.U.,ReliquiaeAntiquae,ii,78.

Carnbridge,Univ.Library,MS.Gg1.1(earlyXIV)

BritishMuseum,MS.Roy13Aiv(XIII-XIV)fragment,MS.CottonVest.

Avi{XIV),MS.Harley490(XIV)fragment,MS.Harley740(XIV),MS.

Arundel220(earlyXIV),MS.Sloane513(XIV),MS.Sloane809(XIV}

Uxfot-d,BodleianLibrary.MS.Seldensupra74(XIV)fragment

Oxford,AllSoulsCollege,MS.182(XIV)

Cambridge,CorpusChristiCollegeMS.450(XIV)

Cambridge,TrinityCollege,MS.O.2.21(XIV)

Cheltenham,MS.8336(1sthalfofXIV)

Cheltenham,MS.8188(BibliothequeNationalenone,acq.lat.MS.699)

LaRue,Abbede,(Extr.)EssaishistoriquessurlesBardes,lesJongleurset

lesT'rouveresnormandsetanglo-normands,Caen,1$34.

Michel,Francisque,RapportsaM,leMinistredel'lnstructionPubliquesurles

anciensMonumentsdel'HistoireetdelaLitteraturedelaFrance,1838,p.14.

Palsgrave,J.,LesclarcissementdelaLangueFrancoyse,1530;reprintedby

GenininDocumentsineditsdel'histoiredeFrance,Paris,1852.

Meyer,P.,Recueild'ノ1ηo加 ∫Tex彦es,Paris,1887,360.alsoinRomaniaXIII,

502.,RonamiaXXXII,44.

Onions,C.T.,inTmes五 漉 プary,Supplement,1922,Apr.6,P.228.

Owen,Annie,LeTraitedeWalteプdeBゴ ∂besworthsuプlalangue!〆 αηρα∫5θ,

Paris,1929.(notintheVising)

10.(387)OrthograpliaGallica,LatinprosetreatisewithA.-N.examplesandrules.

lsthalfofXIV.

1)Stiirzinger,J,ed.,OrthographicGallica:AltesterTraktatcaberFronzosische

ausspracheandorthographie,AltfranzosischeBibliothek,1884,VIII.

BritishMuseum,MS.Harley4971(XIV)(containsothergrammaticalor

-12一
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lexicographicalpieces)

RecordsOffice,MS.TheTower(XIV)

Oxford,MagdalenCollege,MS.188

Cambridge,Univ.Library,MS.Ee4.20(about1340)

TheMSS.notintheVisingare:

Cambridge,Univ.LibraryMS.Gg6.44(f.19r,19v),MS.Dd12.23(f.lr,2v)

Cambridge,CorpusChristiCollege,MS.335(f.132a,132b)

11.(388)TractatusOrthographieGα 〃ZC伽e,LatinprosetreatlsewlthA.-N.words

andphrases,byCoyfurelly.EndofXIV.

1)Stengel,E,ed.,"TractatusortographiegallicaneperM.T.Coyfurelly,"

ZeitschriftfurneufranzosischeSpracheandLiteratur,1$79,1.pp.16-24.

Oxford,AilSoulsCollege,MS.182(XIV}

2)Meyer,P.,RomaniaXXXIIpp.65-66.AnotherLatintreatiseonconjugation

Cambridge,TrinityCollege,MS.R.3.56(XIII)

12.7'ractatusOrthographiaeofT.H.ParisiiStudentis,(notintheVising)

1)Pope.M.K.,"乃 一actatusOrthographiaeofT.II.,ParisilStudent1s,"ル70dern

LanguageReview,Vol.5,1910,pp.185-193.

BritishMuseum,MS.Addit.17716(f.88r,91r)

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.39.(f.155-157)

BritishMuseum,MS.Sloane(f.X13)somerules.

　

°

-
⊥

31

　2

　3

(389)ルlanieredeLangage,phrase-bookbyCoyfurelly.1396.

Meyer,P.,"LaManieredeLangage",RevueCritiqued'Histcireetdeム 漉4m-

ture,1870,pp.373-408.

BritishMuseum,MS.Harley3988(XV),MS.Addit.1771fi(XV),

Oxford.AllSoulsCollege,MS.182(XIV)

Cambridge,Univ.Library,MS.Dd12.23(earlyXV},TrinityCollege,

MS.B.13.40{f.179r,179v)

Cheltenham,MS.8188(Bibl.nat.nouv,acqu.Iat.699)

Stengel,E.,"ManieredeLangage,"(Shortcontinuation)Zeitschriftfur

neufranzosischeSpracheandLiteratur,1,p.6.

Extr,Meyer,P.,RomaniaXV,pp.262-63.

alsomentionedinRorrcaniaXXXII.p.59.

14.ManieredeLangage,(notintheVising)

MSS.BritishMuseum,MS.Dd12.23(f.7v-13r),MS.Addit.17716(f.

101r--106x)

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.40{XV)(f.148v-154v)

一13一
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15.{390)AprisedeNurture,24011.

Oxford,BodleianLibrary,MS.Bodley9(XIV)

see:LesIncipitdesPoemesfrangaisanterieursauXVIesiさcle,

Langfors,1917.

16.(391)TreattisesonA.-N.Epistolography,withExamples{partlyof

cent.)

parA.

theXV

1)Uerkvitz,W.,TreatisesonA.-N.Epistolography,Greifswald,1898.

Cambridge,Univ.Library,MS.Ee4.20(about1340)(lettersfrom1327‐

1340,basedonformulariesdrawnupbyateacherThomasSampson)

Univ,」.ibrary.MS.li5.17(f.98v,100r)(notinthe`'ising)

BritishMuseum,MS.Addit.17716(letters,firsthalfoftheXIVcent.)

MS.Farley4971(lettersfrom1396-99)

Oxford,AllsoulsCollege,MS.1.82(lettersfrom1400-8)

BritishMuseum,MS.Harley3988(XV)(lettersft"oTIIthefirstquarterof

theXVcent.)

TheGrenville'sLibr乏iry,MS.7570(f.10卜12r)(W.deWorde)(not

intheVising)

Oxford,MagdalenCollege,MS.188(f.8r,8v)(notIlltheVisll19)

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.39(f.159r,162r)

17.(392)Simiiai-formularieswithLatintextinoriginal.

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.40(cf.M.R.James'sCatalogue)

TheFifteenthCentury

i8.(400)DonaitFrancoisprosetreatisebyJohnBarton,c.1400.

i}Stengel,E.,"DonauFrancois,"ZeitschriftfurneufranzosischeSpracheand

Literatur,1.pp.25-40.

Oxford,AllSoulsCollege,MS.182(XIV)

InthesameMS.aretobefoundtablesofconjugatlonandreadingexercises.

ThetreatisePetit五,ivrepourenseignerlesenfantz,publishedbyStengel

togetherwiththeDonait,hasfewA.-N.traits.

19.(401)Femina,(soWarned`quiasicutfeminadocet111{alltelTlloquirnaternamsic

elocetisteTiberiuvenesrethoriceloquigallicam'),about600four-linestanzas ,

consistingthroughoutoftwolinesofFrenchalternatingwithtwolinesofthe

Englishequivalenti,c.1400.

1)Extr,inHickey,Thesaurus,1705,i,154-5.

2)Wright,W.A,ed.,Femina,1909.

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.40(about1415),TrinityCollege ,

MS.B.14.39
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Glasgow,HunterMuseum,MS.R.7.14

20.(402)Dialogues,141.5.

1)Meyer,P.,Romania,XXXII.49.

BritishMuseum,MS.Addit.17716(XV)

Cambridge,Univ.Library,MS.Dd12.23(earlyXV)

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.40(about1415)

TheGrenville'sLibrary.MS.7570(DialoguesofW,deWord)

21.(430)InnDialogues,andMagnieredelanguage,

1}Extr.inStiirzinger,OrthographicGallica,p.xv.

Cambridge,tlniv.Library,MS.li6.17(lateXV)(f,100v-106r)

22.Forms,{notintheVisng)

MSS,BritishMuseum,MS.Harley4971,MS.Sloane513

TheGrenville'sLibrary,1VrS.7570

0xford,AllSoulsCollege,MS.182

0xford,MagdalenCollege,MS.188

Cambridge,Univ.LibraryMS.Dd12.23,MS.Gg6.44,MS.Ee4.20

Cambridge,TrinityCollege,MS.B.14.39

以上を大別す ると,現 存す る,こ れ らフ ランス語教本 は,(1)語 彙集(2)文 法書(文 字論)

(3)会話作文教本(4)書 簡文範 に分 けることが出来 る。

語彙集(Nominalia)の 中で最 も良 い教本 と して残 って いる ものにWalterdeBibbes-

worthが 書いた,貴 族 の子供 にフ ランス語を教 えるための書があ る。13世 紀末,よ い フラ

ンス語 を覚 えるため に,と 書かれた この`treatise'に は,AN語 の多 くの特徴を見出 し得

る。教本 その ものが,大 陸 フ ランス語の正統 フランス語 ではない,ア ング ロノルマン語で

書かれてあ るのであ る。

中世英文学 に輝か しい業績を残 したGeoffreyChaucerは,晩 年の作,TheCanterbury

Talesの 中で,カ ンダベ リー寺院への巡礼 の一入,上 品なPrioress,尼 僧修道院長の堪能

なフ ランス語を椰楡 して,彼 女 のフ ランス語は`StratfordatteBowe'の 流儀 であ って,

/¥°リのそれ ではない と言及 した⑳。礼 節正 しく,つ つ ま しやかなMadamEglantineは,

恐 ら く,ベ ネデ ィク ト派 の修道院で話 されていた,AN語 を習い覚 えたのであ ったろ う。

ウィ リアム征服王以来,イ ング ラン ドのフ ランス語 と して使用 されて きた,ア ングロノ

ルマ ン語の特徴 はどのよ うな もので あるのか,現 存す るフランス語教本か ら資料を得 て,

その言 語的発展 と,衰 退 のあ とを辿 り,ま た,ど の様な種類の語彙,ど の様な文体が教 え

られていたのか を明 らか に したいと思 う。今後の研究方向 と しては,年 代順に従 って,語

彙 集,文 法書,会 話作文教本,書 簡文範 よ り主要な教本を紹介 しつつ問題 点を詳解 してゆ

きた い。
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〔注 〕

QF.M.Stenton,Anglo-SaxonEngland;TheOxfordHistoryofEngland(Oxford,1943),

pp.617-618.

② 歴 史 学 の 立 場 か ら言 え ば,Anglo・NormanEnglandと い う 名 称 を 使 用 し得 る の は ノル マ ン王

朝 の 終 り,1154年 ま で で あ ろ う。 し か し,ア ン グ ロ ノル マ ン文 学 史 か ら見 る と,ア ン グpノ

ル マ ン文 学 が 開 花 す る の は,ヘ ン リー1世 時 代 で あ る 。ア ン ジ ュ ー 王 朝 に そ の 最 盛 期 を 迎 え,

文 学 作 品 の 創 造 は15世 紀 初 頭 ま で 続 く。

③15世 紀 に 至 る ま で イ ン グ ラ ン ドで 用 い られ た こ の 言 語 を 総 称 し て ア ン グ ロ ノル マ ン語 と い う。

こ の 言 語 に 対 して,中 世 で は 種 々 の 名 称 が あ った 。 即 ち}linguagallica,Gallicana,lingua

romana,idiomagallicum,franceis,な ど で あ る。 現 代 に お い て も,こ の 言 語 を 時 代 的 に 二

期 に 分 け,前 期 をAnglo・Norman,(13世 紀 に 至 る ま で)後 期 をAnglo・Frenchと 呼 ん で 区 別 す

る こ と も あ る 。 こ れ ら の 名 称 に 関 す る 論 文 はL.M.Menger,TheAnglo-NormanDialect

(NewYQrk,1904),P.4.お よ び,P.Studer,TheStudyofAnglo-Norman,(Oxford,

1920),pp.4-16,を 参 照 の こ と 。

④J.E.Matzke,LoisdeGuillaumeleConquerant,enノ γ伽 ⑩5etenlatin,texteetetude

critique(Paris,1899),p .19.(21,ｧ2.)

P.Studer,TheOakBookofSouthampton,1(Southampton,1910),pp .xii-xv.

Ibid.,Supplement,pp ,g‐g.

⑦F。Pollock,&F.W.Maitland,TheHistoryofEnglishLaw,1(Cambridge,1895)rpt.

1968,pp.83-84.

⑧A.L.Leach,TheSchoolofMedievalEngland(London,1915)rpt.1969。P.181.

90F .J.Tanquerey,RecueildeLettreAnglo-Francaises,1265-1399,(Paris,1916),p.1.

10J.Vising,1inglo-NormanLanguage&Literature(Oxford,1923)rpt .1970,p.58.

⑪P.Meyer,"MelangesAnglo-Normands,"Romania,38(1909),pp。434-35.

⑫E.KolbingundE.Koschwitz,HuedeRotelande'slpomedon,EinfranzosischerabenteurrQman

des12jahrhunderts,(Breslau,1889j,p,1.

13F .L.Ravenel,ed.LaVieSeintEdmundLeRei,anAnglo-Normanpoemofthetwelfth

centurybyDenisPyramus,BrynMawrCollegeMonographs,MonographsSeries5(Phila-

delphia,1906),p.151.

●A.Gabrielson,LeSermondeGuischartdeBeaulieu,editioncritiqued'aprestouslesmss.

connus(Leipzig,1909),p.3.

⑮T.A,Jenk三ns,ed.-LspurgatoireSeintPatrizbyMariedeFrance(Geneve,1974)Slatkine

reprints,p.53.

●A.Evert,ed.MariedeFranceLAIS,18thed.(Oxford,1969)p.1.

OA.Ewert,ed.MariedeFranceFABLES(Oxford,1966)p.61.

isE .Walberg,ed,GuernesdePoint-Sainte-Maxence,LaVicdeSaintThomasBecket{Paris,

1964)CFMA-,p.190.

⑲M.Powicke,TheThirteenthCentury1.216--1307:TheOxfordHistoryofEngland

(Oxford,1953),p.140.

⑳RanulphHigden,"Polychronicon,"trans。TrevisainRerumBritannicarumルledii!E痂

Scriptores,RollsSeries,41.2(London,1869)rpt .1964,p.161.

●Leach,p.196.

●Higden,p.159.

●lbid.,p.161.

しか し,フ ラ ン ス の 本 国 で は,イ ン グ ラ ン ドの 国 と 同 様 に 多 種 多 様 の フ ラ ン ス 語 が あ る こ と
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に も 言 及 し て い る 。

M.K.Pope,FromLatintoModernFrenchwithEspecialConsiderationofAnglo-Norman

(Manchester,1934),pp.424-426.

P,Meyer,ed."Poemesur1'AntechristetleJugementdernier",Romania,29(1900),

p.80.

A.T.Baker,ed."FragmentofanAnglo-NormanLifeofEdwardtheConfessor,"MLR,

3(1907-一 一8),p.374.

WilhamdeWadington,Manueldespechez,quotedbyJ.Vising,p.27.

R.Morris,ed.CursorMundi,ANorthambrianPoemoftheXIVthCentury.EETS,

Os.57.1(London,1874)rpt.1961,pp.21-23.

J.Ullmann,ed,"SpeculumVitae,"in"StudienzuRichardRolledeHampole,"Englische

Studien,7(Heilbronn,1884)rpt.1967,p.469.

MarioRoques,ed,LeRomandeRenart,premiereBranche,JugementdeRenart(Paris,

1970)CFMA,p.81.

そ こでル ナー ル 狐 は会 釈 した 。 「御 気 嫌 よ う,大 将.旦 那 の 仰 有 る こ とは分 か りか ね ま すが 。」 イザ ング ラ ンが 答 え た。

「神の お 救い を.!兄 さ ん は何 処 のお 人 で,何 処 の国 か ら来 な す っ たね,フ ラ ンス生 まれ じ ゃな い よ うだ。 知 って い る所 で

もない ね 。」 「いや,そ の通 り,旦 那 衆,ブ ル タ ーニ ュ の者 で ご ざん す。 儲 を す っか りす って 仲間 に 追 われ て い ます んで.

しか し,あ っ しの手 が か りは 何 もあ りは致 しませ ん 。 フ ラ ンス中,イ ング ラ ン ド申,仲 間 は隈 な く探 しま しただ よ 。 けれ

ど,あ っ しはパ リに戻 り,フ ラ ンス こ とばを 立 派 に会 得 して え ので ござ んす 。」

H,Rashdall,TheUniversityofEuropeintheMiddleAges,III{Oxford,1$95)rpt.

1969,pp.162-63.

CustomaryoftheBenedictineMonasteriesofSaintAugustine,Canturbury,andSaint

Peter,Westminster,ed.,E.H.Thompson,HenryBradshawSoc.XXIII.210;XVIII.164.

quotedinA.C.Baugh,AHistoy'げEnglishLanguage(NewYork)P.165.

Leach,p.195.

G.J.Dilles,ed.Froissart,Chroniques,derniereredactiondupremierZ勿 κ.editiondu

manuscritdeRomeReg.Lat.869(Paris,1972)TLF,p.232.

A.Owen,ed、 」LeTraitedeWalterde疏6∂ θ3ωor疏surlaLangueFrancaise(Paris,f929),

p.65.

AlexanderBarcley,lntroductorietowriteandtopronounceFrenche(London,1521)の

Prologueに お い て`Thesametretysehathbenattemptedbydyロersmenbeforemydayes

...,'と 書 か れ て あ る こ と や,工Palsgrave,Lesclarci∬ementdelaLangueFrancoyse,1530.

に,`....Wheitwascommaundedthatthegrammarmaistersshuldetechetheyouthof

EnglandejoyntlyLatinwithFrenche,therewerediversesuchebokesdivysed.'と 引 証 さ れ

て あ る こ と な ど を 参 照 。citedinJ.Stiirzinger,4rthographiaGallica,Einleitung,P.1.

Vising,p.68,etsqq.

F.N.Robinson,ed."GeneralPrologue,"TheCanterburyTales,inTheWorksofGeoffrey

Chaucer,p.18.11.124-一 一126.

17一



* * * * * *

WALTERDEBIBBESWORTHの 語彙 集

-

茄

ー

Cambridge,

(fol.

‐Facsimile‐

UniversityLibrary,MS.Gg1.1

27gvc1.21-fo1.294「-b)

、
,
口

＼
、
▽
4

<《LetretizkimunseignurGauteノ ・deBithesweツ!isitamadame

Dyonisedeハ70untechensipurα ρ7ゼ5〆4∂1α π辞zg8》 〉

* * * * * *



慧
馨
讐
畿
饗
壷
遜
蟹
τ

り

`



ア ングロノルマ ン研究

、

霧
軸
翼
裁

礁
整
澱
灘
ε
馨

鋤
灘
露
藝
塾

璽

、聾

融繧

…

澱
欝

釜
ξ

ξ

欝

霧

餐
灘
嚢

轟

.

馨

讐

鐸

8
蒼
翼
響
◎

謙鴛

霊

ぎ

蕊

馨

詮
§
薮

轟

.

饗

肇

叢

響

尋
董

◎

.

讐

壌
霧

鍵

髭

2
8

ま

㎡舞

難
灘

饗
鑑

匿

鰐

.
繍藍

慧

慧3

響
馨

髭

"

。整

蕊
轟
驚

・

盆
遷

燈
磁
議
溺
准

辱

諏
難

。

も
a
嶺
灘
嚇

憲
3

導
慧

雛

卵
嚇
塞
霊
縣霧
?

繋
愚

犠
2

盤
董
}整

の』
繍

,

藝

塾
§
無
豊
嶺◎

き
雛
懲
獲
嚢

獅
ξ

藍
嚢
織
嘱
8
輪馨
8
隻

鑑
冨

㌫遷

猛
蛋
℃
鍵
響
塁
"

・讐
舷
濫
董
羅
灘
董
縣
働
犠
篭

-.澄
蚕
番

曇
露

奮

室

灘
轟

顎

董

麗
響
望
費

際
讐
糞

蕊
婆

3
蓋

響
轟
懸

警

馨

"

."
§
麟

、
・

響
舞

纂

3
勢誉

響
讐
欝

゜
藍

§

。
8
馨
δ
診
警

盤
雛
灘

8

聾
壽

・
.纏

撃

獲

竃

霊
蓄

套

,
、

・

糞
慧
霧

灘

瓢

範

聾

●

盗
憲
蓬

鉱

藤
蹴
朧

。

霊
癖

露

霊
塾
轟

§

◎

・蟄
蟹
雲
騒
霊

琴

讐

毒
墾
峯
り

。

歪

鶏轡

羅

簿
藩

嶺

轟
壽
鰹
讐

撒
描
讐
鴛蟄
醐◎

・

・警

聾

罪

.

糖

竃

獅

轟

Ol



アングロノルマ ン研究

加



ア ングロ ノルマ ン研究

電

'

憾
墾
蕊

慈

珍
鞍
餐
凝
畜
り

垂

馨
§

肇

。

魯
灘
更
簾

灘
盤
懸

癒
濫

艇
O
・

.

鍵
暫蓼
勲
套

魅
藍
砧
灘
准
髄
●

滋

獲
聾

露
養

轟
讃
整

懸

㌶

.

輪
饗

懸

髭
8
嚢
滋
毒
繍

。
盤

8
凝

鼻

§

3

鱒

.釜

暮

嵐

.藝

憲

茎
錘
饗
竃
塗
蟹

。
盤
琶

艦
騨
輝
鍵
灘
磁
灘
霊
轟
轟
の
朝馳

.

鞍

璽

癬

憂

擬

董

聯二

 .
轡
3
9
獅驚
馨
叢

3

、
㌻

鵠
憾

3

・

象西の ・,h↓3・ ら傷 ■匹,・■,,■「O●} 鴫 ← 廟・



アングロノルマ ン研究

麟

讐
紫
翻
撫
輔

懸
3
蕊
薮
懸
難
霧
婁

轟

盛

篠
塗

蓬

挙

讐

轟

灘
饗
墨
瀞
茎

鱒蹟

嚢

嚢

登

7
勲

　
垂

董
篠

嚢

警

餐

蜜
鱒

毒

轟
驚
慧

饗
釜
叢

墓

羅

灘
懲

峯

鑑

・量

懸
響

心鑑
悪
茎
隠
燕

毒
盤
拶
馨
嬢

盤
響
繋
雛
惣
曇
曝
灘
亀
鰭

、
、
慧

懲

篠

懸

艦
纏
蝉

難範鰭灘
難
擁
鱒



アングロノル マン研究

塾,1亀,t瞭 民 嶋 引 夢} ,旨gL匿 曝 愉嚇 喝



ア ングロ ノル マン研究



アングロノルマン研究

},



ア ング ロノルマ ン研究



ア ング ロノル マン研究



ア ング ロノル マ ン研究

■



アング ロノルマン研究

繍
、懸
驚
犠
穰
欝
霊
舜
3
躍
ー

簾
讐
嚢
董
饗

◎

欝
欝
脚
㍑

纏

購
器
難

築

養

整
獲
錘
盤
艦

遷

3

。

・
讐

霧
控
嚢
隔

璽

整

糞

・齢讐

5

謙

.

驚
建
羅
9
灘
穆
態
轟

。懲
灘
魯
蚕
糞

讐

●

・

、

9
橡

蜜

覇
嚇
塾
馨

職
塗
感
灘
懲
整

愚

灘
整

蟹
◆

灘
硲緊

惣
羅
獲
霊
7灘
蓋
璽
羅

讐
燭

鋤

醗
蟄
霧
置
響
讐
縣難
嵐
護

雛
攣
盤
6

"

巌
騒
蘇
灘
灘
整
灘
愚

f

警
叢

馨
犠撫
驚

覧

愚
ぶ

警
曇
監糞
墓
霊
轟
◎

讐
藤

灘
鑑

響奪
饗

馨

馨
O

、
嚢

篠
鶏

-
鑑
鰯
鑛

慧
襲
塞

で
塾
灘

・、
豊

雛
塗

璽
嚢

、・麗

讐

3
董

冨

歪

毒

懸

嚢

篭

騨
乾讐

f
糠
f

轟

§

ゆ



ア ング ロノルマ ン研 究

職
壽



アングロ ノルマン研究

民

難

鱗

灘
.,

騨

鄭
.

柵

灘讐

ー

ー
ー
ー

し




